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２月２３日は「工場夜景の日」！全国の工場夜景都市で様々な取り組みを実施します 

～千葉市は全国工場夜景カード第３弾を配布再開＆特製コレクション台紙を新たに配布～ 

 

全国の工場夜景都市１２市が加盟する全国工場夜景都市協議会において、２月２３日の「工場夜

景の日」を記念し、各都市で様々な取り組みが実施されています。 

千葉市では、千葉ポートタワーで配布を終了していた「全国工場夜景カード第３弾」の配布を再

開し、また、新たに千葉市・市原市の工場夜景カードをセットできる「特製コレクション台紙」の

配布を開始しますので、お知らせします。 

 

１ 全国の工場夜景都市における「工場夜景の日」関連イベント 

  別添一覧表のとおり。 

 

２ 千葉市の取り組み 

（１）「全国工場夜景カード第３弾」の配布再開 

   当該カードは、昨年４月から千葉ポートタワーとケーズハ

ーバーで配布しておりましたが、配布が終了していた千葉ポ

ートタワーでの配布を２月２３日（木）から再開します。ケ

ーズハーバーでの配布も継続して行います。 

※配布方法については、下記（２）イ（イ）①・②のとおり。１人につき１枚。 

（２）特製コレクション台紙の配布 

   千葉市と市原市の工場夜景カードをセットできる特製コレクション台紙を、千葉市・市原市

工場夜景観光推進協議会が作成し、カードとあわせて配布を開始します。 

  ア 特製コレクション台紙の概要 

全国工場夜景都市協議会が発行する「全国工場夜景カード」のうち、千葉市と市原市のカ

ードを１枚ずつセットできます。また、市原市の新スポットである「市原歴史博物館」のカ

ードと、千葉市若葉区・緑区のグリーンエリア「チバノサト」にある観光施設等を紹介する

カードの、２市オリジナル観光スポットカード（以下「観光スポットカード」という。）を

１枚ずつセットすることができ、合計で４枚のカードをコレクションすることができます。

※千葉市の観光スポットカードの配布開始は、３月下旬を予定 

イ 特製コレクション台紙の配布方法等 

（ア）配布開始日 

令和５年２月２３日（木） 

（イ）配布場所・方法 

以下の方１人につき１枚、「全国工場 

夜景カード（下記①・②は千葉市、③は 

市原市のカード）」とセットで無料配布。 

①ケーズハーバー（千葉ポートサービス） 

千葉ポートサービス運航「工場夜景クルーズ」に乗船いただいた方 

②千葉ポートタワー 

入館者のうち、配布を希望する方（入館料がかかります） 

③市原市観光案内所 

 来訪者のうち、配布を希望する方 

  令和５年２月２１日 
経済農政局経済部 
観光プロモーション課 
電話 ２４５－５６１９ 

   

 

記者発表資料 

特製コレクション台紙（左：表紙、右：中面） 

千葉市の工場夜景カード（第３弾） 
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【観光スポットカードの配布について】 

○市原市の観光スポットカード 

 令和４年１１月にオープンした市原歴史博物館を紹介 

するもの。 

《配布場所・方法》 

入館時に受付にて配布します（希望者のみ）。 

 《配布開始日》 

  令和５年２月２３日（木） 

○千葉市の観光スポットカード 

  チバノサト（※）にある観光施設を紹介するもの。 

※千葉市若葉区・緑区のグリーンエリアの名称。 

《配布場所・方法》 

  チバノサトエリア内の観光施設や飲食店等で配布予定 

  ※３月下旬、配布開始予定。詳細が決定次第、市ホームページでお知らせします。 

【URL】 

https://www.city.chiba.jp/keizainosei/keizai/promotion/chibanosato_

promotion2021.html 

 

 

④その他 

     千葉市・市原市工場夜景観光推進協議会が、今後、参加・企画するイベント等に参加さ

れる方 

  ※対象イベントや配布方法については事前に市ホームページでお知らせします。 

【URL】https://www.city.chiba.jp/keizainosei/keizai/promotion/koujouyakei.html 

ウ 配布枚数 

５００枚 

エ 注意事項 

（ア）事前予約や郵送はできません。 

（イ）各配布場所での配布予定枚数が無くなり次第、配布終了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

１ 「全国工場夜景都市協議会」について 

近年、全国的にブームとなっている工場夜景を観光資源として活用する都市が連携し、各地の工場夜景

観光を盛り上げ、地域経済の活性化、賑わいの創出につなげていく目的で結成。平成２２年度から加盟

都市が一同に会して各都市の工場夜景をＰＲする『全国工場夜景サミット』を開催しています。 

＜加盟都市（加盟順）＞ 

川崎市、四日市市、室蘭市、北九州市、周南市、尼崎市、富士市、千葉市、堺市、高石市、市原市、           

東海市 

２ ２月２３日「工場夜景の日」について 

全国工場夜景都市協議会が工場夜景の魅力を発信し、工場夜景観光を発展させることで観光客を誘致し、

滞在型観光の推進による地域振興を図ることを目的に制定しました。 

第１回の「全国工場夜景サミット」が２０１１年２月２３日に神奈川県川崎市で開かれたことから、こ

の日に制定されました。 

３ 「千葉市・市原市工場夜景観光推進協議会」について 

平成３０年度に「第９回全国工場夜景サミット in 千葉・市原」を共同開催したことをきっかけに、令

和２年度に協議会を設立。２市の工場夜景のＰＲや多彩な催しを展開することにより、「工場夜景」を

両市の新たな観光資源として根付かせるとともに、地元企業に工場夜景を認知してもらい、工場夜景を

活用した商品を企画・販売していただく等により両市の地域経済活性化及び観光振興に寄与することを

目的としています。 

＜構成員＞ 

千葉市、市原市、千葉商工会議所、市原商工会議所、（公社）千葉市観光協会、（一社）市原市観光協会、

千葉港振興協会 

観光スポットカード（市原市） 


